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作品名：人の気もちを考える 

図 書：夏のねこ 

 

ぼくは「夏のねこ」という本を読みました。 

 この本をえらんだ理由は、ぼくの家にも今年の夏に子ねこがまよいこんできたの

で、気になったからです。 

 この本は夏の夕方になるとやってくる三毛ねことベンというしょう年のものがた

りです。ベンはねこに「りんごひめ」という名前をつけてかわいがっていました。

そしてかいたいと思っていたけれど、このねこは、夏の間だけ、森のむこうに住ん

でいるおばあさんのねこでした。 

 ある日、りんごひめがいなくなってしまいます。本当はベンが、うらの小屋にか

くしていました。おばあさんがとてもしんぱいして、さがしていました。ベンはり

んごひめをかえしました。 

 ぼくがこの本を読んで、一番心にのこったところは、ベンがおばあさんのところ

に、自分でちゃんと、ねこをかえしにいったところです。 

 ぼくはこの部分を読んで、ベンはねこが大すきだったから、ねこをかえすのはと

てもかなしかったはずなのに、なくのをがまんしてちゃんとかえして、えらかった

と思いました。ベンのお姉さんのアニーはとてもやさしいと思いました。ベンが、

おばあさんの前でなきだしてしまわないように気をつかってくれたからです。 

 ぼくの家にも八月一日にくろい子ねこがまよいこんできました。やせていてびょ

うきだったので、せわをして元気になりました。「クウちゃん」という名前もつけま

した。とてもかわいいです。 

 もしクウちゃんが、だれかのかっているねこだったらどうしたかとそうぞうして

みました。とつぜんそんなことを言われたら、「ちょっとまってー」といってしまい

そうです。でも、かいぬしにかえさないといけないなと思います。かいぬしもこま

ったり、かなしかったりすると思うからです。 

 この本を読み終わったころに、とてもびっくりすることがありました。なんとぼ

くのうちに、もう一ぴき、ねこがまよいこんできました。それもこの本にでてくる

りんごひめにそっくりな三毛ねこです。けいさつとかほけんじょにれんらくしたけ

ど、まだかいぬしがみつかりません。いまは家の中にいます。ちょっとじゃまだけ

ど、でもかわいいです。名前はつけてないけれど、みんなは、「おばあちゃん」とよ

んでもこっちをぜんぜんみないから、もっとかわいい名前でよばれていたはずです。



はやくかいぬしがみつかってほしいような、ほしくないような、きもちです。もう

かぞくの仲間みたいなのでかいぬしがおむかえにきたら、ぼくは悲しくてないてし

まうかもしれません。でも、かいぬしにちゃんとかえさないといけないなと思いま

す。 

ぼくはこの本をよんで、人のものはちゃんとかえさないといけないと思いました。

また、人の気もちを、よく考えるようにしたいと思いました。 


